
 

 Ⅱ 教育委員会の事務の管理及び執行の状況と評価 

 

 

  本県では、平成 26 年４月に「新潟県教育振興基本計画」を策定し、教育施策の展開

を図ってきた。 

 近年では、児童生徒数の大幅な減少や教員の多忙化などに加え、国のＧＩＧＡスク

ール構想によるＩＣＴ教育の進展や新学習指導要領の着実な実施、特別な教育的ニー

ズのある子どもの増加など、新たな課題への対応が急務となっており、また県の新た

な最上位計画である「新潟県総合計画」が平成 30 年１月に策定（令和４年４月改定）

されたことから、これらを踏まえ、本計画を令和４年度（令和５年３月）に改定した

ところである。 

 今回の点検及び評価では、令和４年度の県教育委員会の活動について、改定後の「新

潟県教育振興基本計画」の各基本方針と施策の展開方向に沿って、執行の状況をまと

め評価を行った。 

 評価に当たっては、２名の学識経験者から、示唆に富む貴重な意見をいただき、こ

の意見も踏まえて教育委員会において協議を行い、最終的な評価としたものである。 

 なお、個別の評価は、各基本方針を大項目とし、それに係る各施策の展開方向を小

項目として、令和４年度における施策の執行状況、及びそれに対する評価、今後の対

応について記載した（総務部が所管する一部の項目は点検・評価の対象外）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【学識経験者】

新潟大学　教育実践学研究科長／教授 高木　幸子　　氏

社会保険労務士法人 ふじた事務所
代表社員／特定社会保険労務士

藤田　英樹　　氏

【令和４年度　点検評価の方法】
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［定量評価］各指標の達成に向けた進捗状況を５段階で評価

［総合評価］定量評価を踏まえ、その他の成果や課題等も加味して総合評価区分を決定

※調査実施がなかったものや、前年から数値の更新がないものについては、評点をつけず参考値とする。
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90～100%

　3.5以上4.5未満　順調に進んでいる

　1.5未満　事業の見直しが必要

　1.5以上2.5未満　順調に進んでいるとはいえない

　2.5以上3.5未満

　4.5以上　成果を上げている
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